
WebClass 説明会資料（2019 年 9 ⽉） 
 

授業支援システム（WebClass）は、Web を利用して、資料の提示、テストの実施、レポート課題の提

示・受付などが行える e-Learning システムです。教材は、Word、Excel、PowerPoint などのファイル

から作成することができます。本学の授業科目は全て WebClass のコースとして登録されていますので、

必要であればすぐに利用を開始することができます。 

この説明会では、教員が WebClass を利用するにあたり、幾つかの基本的な機能と操作方法について

説明します。WebClass の概要については以下の URL を参照してください。 

http://www.itc.tcu.ac.jp/service/elearning/webclass.html 
また、「教員用簡易マニュアル」、「教員用マニュアル」、「学生用マニュアル」も上記の Web ページから

ダウンロードできます。「教員用マニュアル」、「学生用マニュアル」は、WebClass にログインした後、

以下の方法でもダウンロードすることができます。 

【参考】教員用マニュアルについて 

 
① WebClass にログインした後、右上ユーザ名をクリックし、メニュー

から「マニュアル・サンプルファイルダウンロード」を選択してくだ

さい。 

 

 

 
② 続いて「WebClass コース管理者マニュアル」

をクリックしてダウンロードしてください。 
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1. WebClass へのログインとコースへのアクセス 

「教員用簡易マニュアル」を参照して

WebClass にログインしてください。 

ログインが完了すると右図のように、自

分が担当している科目のコースが時間割

形式で一覧表示されます。また、曜日と時

限が決まっていない科目のコースなどは、

時間割表の下部に表示されます。（2019 年

度後期に授業担当がない場合は、時間割は

表示されません） 

表示されているコース名をクリックす

ると、そのコースにアクセスできます。自

分の担当科目の場合はコース管理者とし

てアクセスできますが、教職員向けアンケ

ートなどの場合は、学生と同様にユーザと

してアクセスすることになります。 

 

2. 学⽣としての利⽤体験 

まずは、学生と同じようにコースに登録して、WebClass の機能を使ってみましょう。 

 
① 教員も学生と同様に他のコースに登

録することができます。時間割表の

右下の「コースの追加」をクリック

します。 

 
② 参加可能なコースの一覧が表示され

ます。最後の方までスクロールし、

「全学」の「全教職員」にある

「WebClass 説明会用 基本操作」

をクリックしてください。 

 

 
③ コース登録画面が表

示されたら「メンバ

ーになる」ボタンで

コースに参加しま

す。なお、このコース

にはパスワードが設

定されているので、

「0912」（半角数字）

と入力してくださ

い。 

パスワード︓0912
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④ コースの教材一覧が表示されます。こ

の画面で資料を入手したり、課題やア

ンケートを提出したり、オンラインテ

ストを受けたりすることができます。

また、評価結果やコメントの確認、メ

ッセージの送受信などもできます。 

 
 左メニューの「成績一覧」をクリック

と、別ウィンドウが開いて評価結果の

一覧を閲覧することができます。また、

右上の「マイレポート」をクリックす

ると、別ウィンドウが開いて採点時な

どに教員が入力したコメントを確認す

ることができます。 

 

 右上の封筒のアイコン をクリック

すると、別ウィンドウが開いて担当教員にメッセージを送ることができます。 

 
 教材名の下に「資料」と表示されているものは資料です。教材名をクリックすると、資料を閲覧する

ことができます。終了する場合は、左上の「資料を閉じる」ボタンを押します。 

 
 教材名の下に「試験」と表示されているものは試験です。「第２回確認テスト」をクリックすると、

オンラインテストを受けることができます。 

 
 教材名の下に「アンケート」と表示されているものはアンケートです。第３回に含まれている「アン

ケート」をクリックすると、アンケートに回答することができます。いずれも「開始」ボタンではじ

め、「終了」ボタンで終わります。 

 
 「共通」の「質問コーナー」をクリックすると、掲示板を利用するこ

とができます。終了する場合は「左上の「会議室を閉じる」ボタンを

押します。 

 
⑤ コースの利用を終了し、別のコースを利用するときは、右上の「ユー

ザ名」をクリックし、メニューから「コースリスト」をクリックして

ください。コース一覧の画面に戻ります。 

 

3. 資料の作成と配布 

学生に資料を提示及び配布する方法について説明します。 

3-1 資料の作成（簡単作成モード） 

① 画面右上にある「教材を作成する」をクリックします。 

 
② 「簡単作成モードで作成」の中から作成したい種類を選択します。ここでは

「資料」を選択します。 
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③ 教材を分類して表示するためのラベ

ルを入力します。ラベル欄をクリッ

クすると設定済みのラベルが表示さ

れますので、選択します。リストに

ないラベルを使用する場合はラベル

名を入力します。 

 
④ 「タイトル」に「資料（作成日時）」

という名称が表示されます。変更する場合には資料名を入力

します（必須）。 

 
⑤ 「第一節タイトル」を入力します。 

 
⑥ 「テキスト」に資料に関する説明を入力します。ファイルを

添付しない場合は、ここに学生に提示する文章を入力します。 

 
⑦ 「添付ファイル」に添付するファイルを指定します。［参照］

ボタンをクリックし、ファイルを選択すれば指定できます。 

 
⑧ ［新規作成］をクリックします。 

 
⑨ 下図のように教材一覧に作成したファイルが表示されます。 

 

 

 

3-2 資料の作成（教材の種類から作成） 

① 画面右上にある「教材を作成す

る」をクリックします。 

 
② 「教材の種類から作成」の中か

ら「資料」を選択します。 

 
③ 教材を分類して表示するため

のラベルを入力します。 

 
④ 「タイトル」に資料名を入力し

ます（必須）。 

 
⑤ 「アクセス制限」を設定するこ

とにより、「教材一覧で非表示

にする」こともできます。 
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⑥ その他の有用なオプションを設定する場合、「教材実行時の制限」、「ページ表示の設定」、「コース管

理者に対する教材編集・成績閲覧制限」の表示部分から設定します。 

 
⑦ オプション設定等が終わったら、ページの末尾

まで移動し「資料作成 : ページ編集」をクリッ

クします。 

 
⑧ アクセス制限が「教材一覧で表示する」になっている場合は、「Web

ページからのメッセージ」が表示されます。すぐに公開する場合は

［OK］をクリックします。 

 

 
⑨ 右のとおり「編集」のページが表示さ

れますので、「資料 1 ページ」中に資

料をアップロードします。先ず、最初

に必要に応じて「タイトル」を入力し

ます。 

 
⑩ WebClass 上 で 表 示 可 能 な 形 式

（Word、Excel、PowerPoint、PDF、画像ファイルなど）のファイルを取り込みたい時は「取り込み

ファイル」の「参照」からファイルを指定し、「保存」ボタンをクリックすると、変換方法にチェック

した形式（ウェブページか PDF）に変換されて、WebClass 上で表示される資料が作成されます。 

なお、配布ファイルについては「添付資料ファイル」として指定すると、WebClass 上では表示され

【参考】「教材実行時の制限」のオプション 

「日時制限」や「利用者制限」などの設定

ができます。 

 
 「日時制限」の「する」を選択し、日付と

時刻の範囲を指定すると、教材の利用可

能期間に制限を設定できます。但し、コ

ースメニューに非表示のままだと、利用

可能期間になっても表示されません。 

 
 「利用できるメンバーを限定する」にユー

ザ ID を入力すると利用可能ユーザを制

限できます。 

「コースメンバーから選択する」をクリ

ックした場合、右のウィンドウが表示さ

れ、登録ユーザから選択できます。（選択

後は「追加」ボタンを押し、「このウィンド

ウを閉じる」をクリックします） 

また、CSV ファイルによる一括登録もで

きます。 
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ず、「添付資料」としてダウンロード

できるように登録されます。また、

両方とも同じファイルを登録する

場合は「取り込みファイル」のみを

指定して、「添付ファイルとしても

使う」にチェックをつけます。 
 
⑪ 前画面で「取り込みファイル」から

ファイルを指定し、添付ファイルと

しても使う選択を行った場合は右

図のとおりに表示されます。 
 
⑫ 追加の資料を作成したい場合は「新

しいページを追加」をクリックして資料の 2 ページ目を開き、「資料 1 ページ」と同様の操作を行い

ます。また、資料の作成を終了する場合は「変更を保存して終了」をクリックします。 
 
⑬ 資料の設定等を変更する場合は、教材一覧から、変更

する教材名の右にある「･･･」をクリックし、表示さ

れたメニューから「設定」、「資料編集」、「公開/非公

開設定」をクリックします。 
 
⑭ 資料の準備が完了したら、忘れずに「アクセス制限」

を「コースメニューで表示する」に変更します。なお、

「コースメニューで非公開にする」と設定されてい

ても、公開された「ユニット」にその資料を登録する

と、ユニット経由でアクセスできるようになります

（日時制限の設定は有効です）。 

 

【参考】教材一覧の表示順の変更 

 「教材の並び替え/ラベル設定」をクリックします。 

 「教材の並び替え/ラベル設定」の「第 1 回」ラベルの左の▲をクリックします。 

 教材名をドラッグして順番を入れ替えます。 

 「変更内容を保存する」をクリックすると並べ替えられます。 
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3-3 学⽣への資料配布 

① 学生は WebClass にログイン後、コース

を選択し、教材一覧に表示される教材名

をクリックします。 

 
② 学生の表示状態を見たいときには、メニューにある「学生としてログインする」をクリックします。 

 
③ 第 1 回の「第 1 回授業資料」をクリック

します。 

 
④ 次の画面で「開始」をクリックします。 

 
⑤ WebClass 上で表示可能な資料の場合は右のように画面上に表示されます。添付ファイルとして設定

されている資料の場合は「添付資料」をクリックして保存することもできます。 

 

 

4. テスト教材の作成と提⽰ 

テスト教材を作成する方法を説明します。 

4-1 テスト教材の作成（教材の種類から作成） 

① 画面右上にある「教材を作成する」をクリッ

クします。 

 
② 「教材の種類から作成」の中から「テスト」

を選択します。 

 
③ 右の画面が表示されますので、資料作

成と同様に「ラベル」と「タイトル」を

入力します。 

 
④ 次に「種別」をクリックし、一覧から種

別を選択します（必須）。 

種別の詳細については次頁を参照して

ください。 
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⑤ 教材実行時の制限について、必要な部分

を入力します。左図は、「日時制限」と「制

限時間」の設定をした状況です。 

 
⑥ 「テスト作成：問題編集」をクリックしま

す。 

 

 

 

【参考】テストの種別について 

テストには以下の種別があります。 

・自習用（成績公開） 
 採点結果や解答が表示されるので、ユーザは解答と解説を確認しながら学習できます。 

・試験（成績非公開） 
 採点結果や解答が表示されないので、定期試験やオンラインテストとして使用できます。 
 コースオプション/時間割設定で『「試験」教材の得点公開』を有効にしている場合は、テストの 
点数のみ閲覧できます。 

・一問一答 
 1 問ごとに正解を確認しながら、問題を進めることができます。 

・HotPotatoes（試験） 
 HotPotatoes（練習問題作成ソフト）（※）で作成した教材を試験として取り込みます。 

・HotPotatoes（自己学習） 
 HotPotatoes（練習問題作成ソフト）（※）で作成した教材を自習用として取り込みます。 

※HotPotatoes の詳細については公式 Web ページ http://hotpot.uvic.ca/ を参照してください。 

 

4-2 試験（成績⾮公開）の作成 

ここでは、「試験（成績非公開）」のテスト（単数選択式 2 問と記述式 1 問）を作成します。 

 
① 「種別」として「試験（成績非

公開）」を選択します。 

 
② その他の有用なオプションを

設定する場合、「教材実行時の

制限」、「問題表示」、「採点・結

果表示」などの表示部分から

設定します。 

 
③ 最後に「テスト作成：問題編集」

をクリックしてください。 
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【参考】「回答の見直しを許可」オプション 

「採点・結果表示」のオプションは、採点後の扱いを設定しますが、この中で特に重要なのが、回答の保

存方法を制御するための「回答の見直しを許可」オプションです。 
 
このオプションを「する」 （有効）

に設定すると回答の保存方法が

上書き保存となり、学生が再び教

材を実行すると、前回の回答内

容、もしくはレポートファイル名

が表示され、編集（変更）することができます。この時、保存される回答は 1 つのみです。 
一方、「しない」（無効）に設定すると、教材を実行するたびに回答が新規作成されます。回答は学生が実

行した回数分が保存されます。 
 
このオプションは、「種別」を「レポート」にした時、デフォルトで有効になります。学生が教材を実行す

るたびにレポートを保存させたい場合は、「しない」に変更してください。但し、学生が教材を実行しただ

けで回答の提出を行わないような場合、「未提出」として回答が記録されるため、その学生の最後の回答記

録が「未提出」だった場合に、それ以前の提出レポートが採点対象から漏れてしまう可能性もありますの

で、注意が必要です。 
また、問題スタイル（後述）が「レポート提出」および「記述式」では、このオプションが有効の時、提出

されたレポートもしくは記述式解答を採点すると、採点された学生は、その設問に回答できなくなります

ので、注意してください。 
 
なお、このオプションが意味を持つのは「教材実行時の制限」のオプション「実行回数の制限」が「 2 」
以上もしくは無制限 (空欄) の時です。 
 

④ 右の「問題 1」の画面が表示されますので、次のとおり設定してください。 

 
・配点欄に点数を入力（※） 

・必要に応じて難易度を選

択 

・問題手入力欄に問題文を

入力 

・問題スタイルとして「単

数選択式」を選択 

・選択肢数を選択 

・各選択肢欄を入力 

・正解の選択肢の番号の左

のラジオボタンをクリッ

クして選択 

 
最後に「新しい問題を追加」をクリックします。 

※配点を設定すると、学生がテストを実施した時に自動採点されます。但し、レポート、記述式の問題

は自動採点されません（レポートおよび記述式問題の採点方法は 8-2 を参照）。 
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④ 右の「問題 2」の画面が表示されますの

で、「問題 1」と同様に設定し、最後に「新

しい問題を追加」をクリックしてくださ

い。 

 

 

 
⑤ 右の「問題 3」の画面が表示されますの

で、問題スタイルとして「記述式」を選

択し、その他は問題 2 と同様に設定しま

す。 

 
⑥ 最後に「変更を保存して終了」をクリッ

クすると試験（成績非公開）のテストが

保存され、教材が提示されます。 

 

 

【参考】「問題スタイル」について 

「問題スタイル」には以下の種別があります。☆がついているものは自動採点できません。 

 ・単数選択式 
  複数の選択肢の中から 1 個の選択肢を正解とする択一問題を作成します。 

 ・複数選択式 
  複数の選択肢の中から複数の選択肢を正解とする選択問題を作成します。 

 ・単語/数値入力 
  最大 500 文字の回答を入力できる穴埋め問題を作成します。 

 ・記述式［☆］ 
  字数制限を設定できる論述問題を作成します。 

 ・レベル選択 
  段階ごとの選択肢の中から選択させるようなアンケートを作成します。 

 ・ドロップダウン選択肢 
  複数の問いに選択肢の中から 1 つずつ選択させる穴埋め問題を作成します。 

 ・選択肢のみ 
  問題文中に選択肢を記述する場合に用います。 

 ・レポート提出［☆］ 
  ファイルを提出させます。 

 ・マッチング 
  A 群と B 群の選択肢をそれぞれ対応付させる問題を作成します。 

 ・順序付け 
  整序問題を作成します。 

 ・表形式 
  表を使ったマッチング問題を作成します。 

 ・表形式（2） 
  ルーブリックスタイルの表を使ったマッチング問題を作成します。 
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4-3. 学⽣へのテストの提⽰ 

① 学生は WebClass にログイン後、コースを選択し、教材一覧の教材名の下に「テスト」と表示されて

いる教材名をクリックします。 

 
② 次に表示される画面の「教材実行」の「開始」をクリックします。 

 
③ 次の画面で再度「開始」をクリックします。パスワードが設定されている場合は、パスワードを入力

します。 

 
④ 問題文と回答フォームが画面上に表示されます。 

 
⑤ 回答を終了する場合は、「採点」ボタンを押します。なお、教材の種別によってはボタンの表示が「終

了」となります。 

 
 

5. レポート課題の作成 

教材の種別としてレポート課題を作成する場合の例を示します。 

 
① 画面右上にある「教材を作成する」をク

リックし、「教材の種類から作成」の中

から「レポート」を選択します。 

 
② 右の画面が表示されますので、資料作成

と同様に「ラベル」と「タイトル」を入

力します。 

 
③ 「種別」は「レポート」になっています。

その他の必須以外のオプションについ

ては必要に応じて設定してください。 
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④ 「採点・結果表示」のオプション「回答

の見直しを許可」について確認します。

（【参考】「回答の見直しを許可」オプシ

ョン） 

 
⑤ 最後に「テスト作成：問題編集」をクリ

ックします。 

 
⑥ 「課題 1」の画面が表示されます。 

次のとおり設定し、操作するとレポート課題が保存され、教材が提示されます。 

 
・配点欄に点数を入力 

・必要に応じて難易度を選択 

・課題手入力欄に課題文を入力 

・課題スタイルとして「レポー

ト提出」を選択 

・必要に応じて「ファイルの種

類を限定する」の一覧からフ

ァイルの種類を選択（※） 

 
最後に「変更を保存して終了」をクリックします。 

 
※限定できるファイルの種類としては Word, Excel, PowerPoint, Text, PDF があり複数選択できます。 

 

6. アンケートの作成と集計結果の表⽰ 

教材の種別としてアンケートを作成する場合の例を示します。 

6-1 アンケートの作成（教材の種類から作成） 

 
① 画面右上にある「教材を作成する」をク

リックし、「教材の種類から作成」の中

から「アンケート」を選択します。 

 
② 「ラベル」と「タイトル」を入力します。 

 
③ アンケートの種別を選択します。 

アンケートには以下の種別があります。 

・アンケート（記名式） 

 実名で行うアンケートを実施できま

す。 

・アンケート（無記名式） 

 匿名で行うアンケートを実施できま

す。ユーザの回答が匿名ユーザの回答と

して保存されます。 
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④ その他の必須以外のオプションについ

ては必要に応じて設定してください。 

 
⑤ 「テスト作成：問題編集」をクリック

します。 

 
⑥ アンケートの質問文を設問手入力の欄

に入力します。 

 
⑦ 設問スタイルを選択する。種別はテス

トと同じです。ここでは、「レベル選択」

を選択します。 

 
⑧ レベルの段階数を指定します。レベル

の意味を入力します。 

 
⑨ 右図は学生の回答画面です。 

 

 

6-2 簡単作成モード及びタイムラインからのアンケートの作成 

 
① 画面右上にある「教材を作成する」をクリ

ックし、「簡単作成モードで作成」の中か

ら「アンケート」を選択します。 

② タイムラインの をクリックし、メニュ

ーの「簡易アンケートを作成」を選択する

こともできます。 

 
③ ラベルを入力します。タイトルは

「アンケート（作成日時）」となり

ますが、変更することもできま

す。 

 
④ 質問文を入力します。 

 
⑤ 質問スタイルを選択します。スタ

イルは以下の５種類です。 

・選択肢のみ 

・複数選択 

・単語・数値入力 

・単数選択（手入力） 

・複数選択（手入力） 
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⑥ ここでは「単数選択（手入力）」を選択しています。 

 
⑦ 「各選択肢の値」を入力します。 

 
⑧ ［新規作成］をクリックします。 

 

6-2 アンケート集計結果の表⽰ 

簡単作成モード及びタイムラインから作成したアンケートの集計結果の表示方法について説明します。

現在では「教材の種類から作成」から作成したアンケートは、以下の方法では表示できませんが、今月中

に予定しています更新後には表示できるようになります。 

 
① タイムラインの表示したい「アンケ

ート」を選択します。文字の上でな

い部分をクリックします。 

② ［集計結果］ボタンをクリックしま

す。 

③ アンケート結果が表示されます。表

示方法には、棒グラフと円グラフが

あります。 

 

  



14 
 

7. 成績の表⽰とレポートの採点 

学生から提出されたテスト／レポートに対し、成績の表示／採点を行う手順を示します。 

 

7-1 テストの成績表⽰ 

① テストの成績を表示したいコースを表示し、メニューの「成績」をク

リックし、表示されたメニューから「成績一覧」をクリックします。 

 
② 「成績一覧」ウィンドウが表示され、テストの他、全ての課題の個人

毎の得点が表示されます。 

 
③ 更に個人毎の[ ]で囲まれた得点をクリックすると、教材の回答内容と

詳細な結果を確認することができます。 

但し、テストの中に未採点の記述式問題が

含まれている場合は、その部分は 0 点が表

示されます。 

記述式問題の採点方法については「7-2 レポ

ートの採点」を参照してください。 

 
④ 右の表をファイルに保存したいときは、「こ

の表をダウンロード」をクリックし、csv ま

たは txt 形式で保存します。 

 

7-2 レポートの採点 

① レポートや記述式問題を採点したいコースの教材一覧を表示し、「成績」の中の「レポート/記述式問

題の採点」をクリックします。レポートだけでなく、テストの中に含まれる記述式問題の採点もここ

で行います。 

 
② 「レポート/記述式問題の採点」が表示されますので、「テスト名」の一覧から採点したいレポートを

選択します。 
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③ さらに検索条件を設定します。 

検索対象となるレポートや記述式問題は「最後に提出

された課題」が基本ですが、「回答の見直しを許可」オ

プションを「しない」に設定した場合で、提出された

全てのレポートを表示したい場合は「全ての提出され

た課題」を選択し、「回答を表示」をクリックします。

また、最後に提出されたレポートのみを表示したい場

合は「最後に提出された課題」を選択し、「回答を表示」

をクリックします。 

 
④ 右の画面は記述式問題の解答一覧の表示例です。「ユ

ーザ ID」をクリックすると番号順に並べ替えられま

す。 

 

 

 

 

7-2-1 ブラウザー上でのレポートの採点 

(1) 記述式問題の採点 

① 採点したい解答の「採点」をクリックします。 

 
② 右図のように解答が表示されますので、点数を入力し

ます。レポートへのコメントも入力することができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) レポートの採点 

① 採点したい解答の「採点」をクリックします。 

 
② 次ページのように表示されるので、「提出したファイ

ル」の「ファイル名」をクリックします。 

 
③ ダウンロードの表示ダイアログボックスが表示され

るので、「ファイル名」をクリックします。 

 
④ 「ダウンロードを表示」をクリックします。 
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⑤ 「ファイルを開く」ボタンを押して、ファイルを開いてください（※）。 

※この操作はブラウザーによって異なります。 

 
⑥ ファイルの内容を確認したら、レポート一覧の画面で「採点」をクリックします。 

 
⑦ レポート/記述式問題の採点」の画面が表示されますので、

点数を入力し、必要に応じてコメントを入力した後「保

存」をクリックすると採点が完了します。 

 
⑧ 再提出させる場合は、「再提出期限」を設定し、「この学生

に再提出させる」をクリックします。再提出を指示された

学生は、再提出期限までに一回だけ再提出することがで

きます。 
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7-2-2 ダウンロードによるレポートの⼀括採点 

(1) レポートファイルおよび⼀括採点⽤ファイルのダウンロード 

① レポートの一覧を表示させた直後は提出した時間順

になっています。学籍番号順に並べ替えたいときは

「ユーザ ID」をクリックします。 

 
② 「レポートをまとめてダウンロード(zip)」をクリッ

クして提出された全てのレポートファイルと一括採

点用のファイルをダウンロードします。 

 
③ 「ファイルのダウンロード」ダイアログボックスが

表示されたら、ファイル名をクリックして、下部に表示されるメッセージの「ダウンロードの表示」

ボタンを押します。 

次に、ダウンロードの表示ダイアログボックスが表示されたら、「保存」～「名前を付けて保存」を

クリックし、ファイル名を付けて適当な場所に保存します（※）。 

※この操作はブラウザーによって異なります。 

 

(2) ⼀括採点⽤ファイルの編集 

① (1)でダウンロードした zip ファイルを解凍すると、zip ファイ

ルの拡張子を除いた部分と同じ名前のフォルダーが作成され、

右のとおり展開されます。 

 
② 開 さ れ た フ ァ イ ル 中 の 

answer.csv（一括採点用ファ

イル）を開くと、右のように表

示されますので、同一フォル

ダー内に展開されたレポート

ファイルの内容を確認しなが

ら J 列の「point」欄に点数を

入力し、保存します。 

また、K 列の「comment」欄

にコメントを入力することが

できます。 
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(3) ⼀括採点⽤ファイルの読み込み 

① 「採点結果の読み込み」の「参照」を

ク リ ッ ク し 、 (2) で 保 存 し た

answer.csv を指定して「読込み」をク

リックすると採点が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【参考】「マイレポート」機能について 

学生が使用する機能の一つに「マイレポート」があります。 

① 学生はコースリストからコースを選択後、「マイレポート」をクリ

ックします。 

② 右の画面が表示され、過去に提出したレポートのコメントや成績、

提出日が課題ごとに一覧で表示されます。 
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【参考】作成した教材のコピーについて 

既存の教材や自分がコース管理者になっている他

のコースの教材などをコピーすることができます。

ここでは、他のコースへのコピーを行います。 

 
① コースリストからコピー元のコースを開き、教

材一覧のコピーする教材に右にある「･･･」をク

リックします。 

 
② メニューから「別コースへコピー」をクリックします。 

 
③ コースの一覧からコピー先のコースをクリックして選択し、「別コースにコピー」をクリックする

とコピーされます。 

 
【参考】他のコースで作成した全ての教材のコピーについて 

既存の他のコースで作成した全ての教材（資料、テスト

などのコンテンツ）をコピーすることができます。 

① 任意のコースを開き、メニューの「教材」をクリック

し、メニューから「別コースへ一括コピー」をクリッ

クします。 

② 右の画面が表示されます。

コピー元のコースの候補

の一覧(画面下部)には、そ

の時開いているコースの

コース名が表示されます。 

③コピー元コース、コピー先コ

ースをそれぞれ年度、学期、

曜日等で指定して「検索」を

クリックします。 

④コピー元コース、コピー先コ

ースそれぞれの検索結果が

画面下部に表示されますの

で、それぞれ対象のコースの

ラジオボタンをクリックし

て選択し、「コンテンツをコピーする」をクリックします。 

⑤ 右の確認画面が表示されますので、確認の上「コンテンツをコピーする」をクリックするとコピ

ーが完了します。 


